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グンゼ株式会社

技術開発部 環境戦略推進室

Scope3算定の『実務の悩み』︓
ゼロからの構築と、これからの信頼づくり

■ 会社概要

■ Scope3算定の背景

■ 算定プロセス〜実務の葛藤

■ 今後の展開
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会社概要

⼤阪本社（ハービスＯＳＡＫＡ２２階）

グンゼ綾部本店（1933年・Ｓ8年）

グンゼ記念館（1917年・Ｔ6年）

■ 設⽴ ︓ 1896年(明治29年)
■ 本店 ︓ 京都府綾部市(創業の地)
■ 本社 ︓ ⼤阪府⼤阪市(1963年〜)
■ 資本⾦ ︓ 261億円
■ 従業員数︓ 1,449名(単体)

  4,883名(連結)
■ 売上⾼ ︓ 1,371億円(2025年3⽉期)
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会社概要（130年の先へ挑む、私たちの、「未来宣⾔」です）

「グンゼ」と読みます。
実は、2026年に創業130周年を迎えます。

⽷からインナーウェア、プラスチック、医療へ、
次々と挑戦を広げて。
いろんな“ここちよさ”を届けてきた会社です。

創業から130年経っても、まだまだ未知数で、
本気で未来を変えようとしている会社です。

読めないのは、名前だけじゃない。
これからの、可能性。

まだ⾒ぬ価値を、まだ世界にない
“ここちよさ”をつくる。

読めない、GUNZE。
130年の先へ挑む私たちの、未来宣⾔です。

「グンゼ」と読みます。
実は、2026年に創業130周年を迎えます。

⽷からインナーウェア、プラスチック、医療へ、
次々と挑戦を広げて。
いろんな“ここちよさ”を届けてきた会社です。

創業から130年経っても、まだまだ未知数で、
本気で未来を変えようとしている会社です。

読めないのは、名前だけじゃない。
これからの、可能性。

まだ⾒ぬ価値を、まだ世界にない
“ここちよさ”をつくる。

読めない、GUNZE。
130年の先へ挑む私たちの、未来宣⾔です。
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会社概要

セグメント別構成⽐
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売上高
営業利益

機能ソリューション

メディカル

ライフクリエイト10%

44%

24%

8%

8%

6%

38%

62%
• インナーウェア分野
• レッグウェア分野
• ライフスタイルアパレル分野
• 繊維資材分野

アパレル

• プラスチックフィルム分野
• エンジニアリングプラスチックス分野
• メカトロ分野

• 不動産関連分野
• スポーツクラブ分野
• 環境緑化分野

• メディカル分野
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Scope3算定の背景（サステナブル経営へのパラダイムシフト）

●2020年︓菅元⾸相による「カーボンニュートラル宣⾔」 
「2030年の46％削減(BM13年)」を表明

● 2021年6⽉︓
コーポレートガバナンスコード改訂
（プライム上場企業はTCFD開⽰が実質義務化）

● 2022年4⽉︓
コーポレートガバナンスコードに基いた開⽰が始まる

●2015年︓
SDGs（持続可能な開発⽬標）とパリ協定の採択

CSV経営 サステナブル経営

●2017年︓
TCFD（気候関連財務情報開⽰タスクフォース）の最終提⾔

CSV経営からサステナブル経営へ
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Scope3算定の背景（当社サステナブル経営の推進）

ステークホルダーから「選ばれ続ける企業」に向けて

● 2020年 ︓国連グローバルコンパクトへ加盟
● 2021年4⽉ ︓サステナビリティ委員会の発⾜

2021年8⽉ ︓環境戦略推進室の発⾜（Scope3算定が発⾜時のメインミッション）
● 2021年10⽉︓TCFD（気候関連財務情報開⽰タスクフォース）賛同
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Scope3算定の背景（当社サステナブル経営の推進）

「経済的価値」と「社会的価値」を両⽴させるサステナブル経営を通じて、
企業価値の持続的向上を⽬指します

サステナブル経営におけるマテリアリティを特定した４つの基本戦略

「環境に配慮した経営」を推進

● 2022年 ︓サステナブル経営の基本戦略「環境に配慮した経営」を中期経営計画に組み込む
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算定のプロセス

ゼロからのルール構築と組織の巻き込み

・外部コンサル選定活⽤

・サプライチェーン全域に及ぶ
マテリアルフローを整理

・算定ルールの明確化

・事業部⾨とのコミュニケーション
円滑化のため、事業部⾨窓⼝設定

・活動量データ収集フローの構築

・Scope1,2,3基礎解説、社内ｾﾐﾅｰ

・全社的な算定説明会の開催

・『脱炭素経営への参画』であると
いう共通認識の醸成、社内浸透

（社内イントラネットを継続活⽤）

■2021年9⽉から Step1（基盤構築）7ヶ⽉

■11⽉から Step2（仕組み化）5ヶ⽉

■12⽉から Step3（ﾏｲﾝﾄﾞｾｯﾄ）4ヶ⽉ 

「脱炭素社会ってなんだろう︖」
環境問題について解説した動画を公開
このためにデザインした
グンゼオリジナルキャラクター（エコロちゃん）
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実務の葛藤（初年度）

（初回算定のトラブル・苦労）

■ 事業部⾨ごとのScope3担当者を選出

■ 全社オンライン説明会を複数回開催

■ 事業部⾨ごとに、サプライチェーン全域（原材料購⼊〜完成品販売まで）の商流の整理

■ 膨⼤なローデータを汎⽤的な区分に集約し、原単位（2次データ）に合わせた粒度で集計

初年度は③④の2次データを採⽤

社内で経験のない新しいことを始めることの難しさ

排出源単位 上流部分から排出される温室効果ガス排出量 サプライヤーのScope1,2 メリット デメリット

① サプライヤーデータ（1次データ）
活⽤ サプライヤーから取得 サプライヤーから取得 削減が可能 取得が困難

② 1次データと2次データをハイブ
リッド

平均データ
(IDEA、環境省DB) サプライヤーから取得 削減が可能 取得が困難

③ 重量原単位(2次データ)を活⽤ 平均データ
(IDEA、環境省DB) 取得せず 取得が容易 削減が困難

④ 購買額原単位(2次データ)を活⽤ 平均データ
(IDEA、環境省DB) 取得せず 取得が容易 削減が困難
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実務の葛藤（初年度）

例えば・・・カテゴリ1の集計

集計単位は様々
（デカ、枚、セット…）
そのため重量換算係数が必要

集計範囲の
ルールを設定

物量と⾦額に
おけるルール
を設定

⾃社グループ内での重複
データを避けるための
ルールを設定

個別の製品・サービスを
原単位に合わせて、汎⽤的

な区分に集約
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実務の葛藤（2年⽬以降）

（新たな課題︓算定効率化が必要）

■ ⼈的ミス等による出戻り⼯数発⽣

⇒ ⼯数負荷増により事業活動を阻害しないよう、マクロ・集計システムによる算定⾃動化を推進

■ 開⽰情報の鮮度向上に向けた算定早期化

（新たな課題︓数値の確からしさが必要）

■ Scope3算定値を新たな対外情報開⽰（CDP , CFP等）へ活⽤

■ 環境対応状況をステークホルダーに⽰し、企業価値を⾼めるには情報の正確性・透明性が必須

算定効率化と数値の確からしさ向上
Scope3
算定フロー 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉

（決算︓3⽉） ★有価証券報告書 ★統合レポート

本社部⾨ データ収集依頼 全社算定（集計ｼｽﾃﾑ）

事業部⾨ 活動量データ収集/集計（Excel）
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今後の展開

■ 算定プロセスの効率化を推進し、迅速な情報開⽰

■ 数値の確からしさ確保のため、『第三者保証』の取得

ステークホルダーからの信頼獲得により、選ばれ続ける企業へ

算定プロセスの効率化

（効率性）

迅速な情報開示

（スピード）

確からしさ

（正確性・透明性）

ステークホルダーからの信頼

（信頼性）

迅速に信頼性の⾼いデータを提供し続けることは、サプライチェーンにおける不可⽋な存在として選ばれる
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未来「明日」×進化「もっと」×人と地球に寄り添う「ここちよく」

明⽇をもっと、ここちよく

ご清聴ありがとうございました。


